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デジタル FM ラジオキット組み立て説明書 Ver.1.1 

2013年 5月 株式会社アイキューカンパニ 

この度は「デジタル FMラジオキット」をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本商品はお客様が自分で組み立てるキットとなって

います。本組み立て説明書の内容を十分にご理解頂いた上で本キットを製作してください。 

本キットの特徴  

 マイコン制御によるデジタルチューニング方式の高感度な FM ラジオです。 

 高性能な FM ラジオですが、最新の DSP ラジオチップを利用しているので部品点数が少なく、調整箇所がないので誰にでも高感

度でノイズの少ない FM ラジオが製作できます。 

 本キットのファームウェアも公開されています。ユーザー独自の拡張が可能です。 

部品表  

記号 部品名 型番・詳細 数量 備考
基板 P/N:41-0010A 1

U1 マイコン ATTINY13A-PU 1
U2 ラジオモジュール RDA5820 1
U3(,U4) オーディオアンプIC HT82V739 1(2)
R1,R2 抵抗 2.2KΩ 1/4W 2 赤赤赤金
C1 電解コンデンサ 4.7uF/16V 1
C2,C3 セラミックコンデンサ 0.1uF (104) 2 104
C4,C5(,C6,C7) セラミックコンデンサ 1uF (105) 2(4) 105
VR1 可変抵抗器 スイッチ付き2連10KΩ(A) 1

ICソケット 8ピン 2(3)
ピンヘッダ 2x3 2.54mmピッチ 1
スピーカー 5cmフルレンジ 8Ω 8W 1(2)
押ボタンスイッチ パネル取り付け用押しボタンスイッチ 2
ネジ ポリカーボネートナベネジ M3 x 6mm 4(8) スピーカー固定用
ネジ ポリカーボネートセットナベネジ M3 x 6mm 4(8) スピーカー固定用
スペーサー ジュラコン M3 x 10mm 4(8) スピーカー固定用
ネジ 鉄ナベネジ M3 x 6mm 1 アンテナ固定用
ナット 鉄ナット M3 1 アンテナ固定用
配線材 15cm 4(8)
電池ケース 単3 x 3 リード線付き 1
可変抵抗器つまみ 1
ワッシャー ボリューム固定用 M7 1
アンテナ ロッドアンテナ 1

 

カッコ内記号および数量はステレオキットの場合です。 

主要パーツのデータシートは弊社ホームページ（http://iqcompany.jp/products/fm-radio/）からダウンロード出来ます。 

本キットのマイコン（ATTINY13A）には出荷時に既にファームウェアが書き込まれています。ファームウェアのソースコードは HPで公開

していますので、ユーザー様が目的に合わせて自由に改変して利用いただいて構いません。 

ファームウェアの書き込みには別途AVRライタが必要となります。なお、ファームウェアを改変することによる動作不良については対応

できませんのでご了承下さい。 

キット組立に必要な工具  

はんだゴテ（15～30ワット程度のもの）、はんだ（太さ 0.8～1.0mm くらいの電子工作用のもの）、ニッパー、プラスドライバー、ラジオペン

チ、ハンドドリル等 
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回路図  

 

FM ラジオキットの組み立て方  

FM ラジオキットはプリント基板の組み立て（ハンダ付け）と、ケースへの基板や機構部品の取り付けが必要になります。 

本キットにケースは含まれていません。アクリルやプラスチック製の適当なケースをご用意ください。ケースのサイズは少なくとも 10☓

10☓5cm程度は必要です。お菓子等の空き缶でも作れますが薄い金属は穴あけ加工が難しいのでおすすめしません。 

FM ラジオキットの組み立ては以下の手順で行なってください。 

1. 基板部の組み立て（ハンダ付け） 

2. 機構部品との接続（ハンダ付け） 

3. 動作確認 

4. ケースの加工（穴あけ）と組み込み 

１．基板部の組み立て（ハンダ付け）  

部品表と回路図を確認しながら組み立てて下さい。ハンダ付けの順番は背の低い部品から行うと作業しやすいです。 

IC、IC ソケット、ラジオモジュール、電解コンデンサには極性があります。方向に注意して下さい。 

本キットのマイコン（ATTINY13A）には出荷時にファームウェアを書き込んであります。 

ハンダ付けは特に難しくありませんが、部品数が多いので、時間をかけてゆっくり作業を進めてください。 

ハンダ付け完了後、ハンダブリッジ（ショート）が無いこと、部品の極性が間違っていないことを確認してから、IC を向きに気をつけて IC

ソケットに挿入してください。 

基板部完成写真  

 MONO KIT  STEREO KIT 
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２．機構部品との接続（ハンダ付け）  

基板と他の部品との接続を行います。スイッチ、電池ケース、スピーカーには極性がありますので注意してください。 

プッシュスイッチ 
キット付属のプッシュスイッチには接続端子が 3本あります。共通の端子（COM）1本と、

押した時に ONになる端子（N.O.）、押した時に OFFになる端子（N.C.）です。 

本キットでは押した時に ONになる端子を利用しますので、COM端子と N.O.端子にリー

ド線をハンダ付けしてください。 

キット付属のプッシュスイッチの場合、「1A250V 3A120V」と記載のある面からみて中央

の端子が COM、右側の端子が N.O.になります。 

 

アンテナ 
アンテナは M3ネジとナットで基板に固定します。 

  

 

３．動作確認  

全ての配線が終わったら、もう一度基板上の部品の極性（向き）を確認してください。電池ケースやスピーカーのプラスマイナスも確認

してください。 

間違いがなければ動作確認をします。まずボリュームを反時計回りいっぱいに回します。カチっと音がしてスイッチが切れます。この状

態で電池ケースに単三電池 3本を極性に注意して入れてください。 

その後、ボリュームを時計回り方向にゆっくり回します。カチっと音がしてスイッチが入ります。ボリュームを半分ほど回してスピーカー

からザーという音、もしくはどこかの FM放送が聞こえたら正常です。 

UP、DOWNボタンを押して受信周波数が変化し、受信している放送局が変わったら全て OKです。 

 

４．ケースの加工（穴あけ）と組み込み 

本キットにケースは含まれていません。アクリルやプラスチック製の適当なケースをご用意ください。ケースのサイズは少なくとも 10☓

10☓5cm程度は必要です。お菓子等の空き缶でも作れますが穴あけ加工が難しいのでおすすめしません。 

本説明書の最後のページに穴あけガイド用の図面がありますので、穴あけ時にご利用ください。 

スピーカーは付属のスペーサーおよびナットでケースに固定してください。 
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完成写真（例） 

 
ステレオキット使用。ケースは 100円ショ

ップで購入。スキャンボタンは UPのみ。 

 
モノラルキット使用。ケースは100円ショ

ップで購入。 

 
お菓子の空き缶を利用。アクリル絵の具

でペイントしました。プッシュボタンは大型

のものに変更。アンテナはビニール線。 

 

使い方  

ボリュームが電源スイッチと兼用になっています。反時計回りいっぱいに回すと電源が切れます。 

2つのプッシュスイッチが受信周波数の選択になります。UP側ボタンで周波数が上がる方向へ、DOWNボタンで周波数が下がる方向

に放送のある周波数をスキャンします。受信中の周波数は電源を切っても記憶されていますので、次に電源を入れた時は前回受信し

ていた周波数を受信します。 

 

主な仕様  

 

受信周波数／周波数ステップ 76MHz～91MHz／100KHz 

電源電圧 2.7V～5.5V 

使用マイコン ATTINY13A ／8MHz 

 

穴あけガイド図面  
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